
記入例　妻から夫に対して離婚の調停を求める場合

申立書を提出する裁判所

作成年月口
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収　入　印　親

予納郵便

夫婦関係等調整調停申立書事件名（敵賂）

（こ の欄 に 申 立て 1 件 あ た り収 入印 紙 1 ．2 0 0 円分 を貼 っ て くだ さ い。）

「‾二
紙

（貼った印掛 こ押印しないでください。）

0　家

平成00年　0

裁判所 申　　立　　人

（又は法定代理人など）

の記名押印 平野　払子　㊥

添 付 書 類

（審 理 の た め に必 要 な場 合 は ． 追加 書 類 の提 出 をお 廟 い す る こ とが あ ります 。）

百 戸 籍謄 本 （全 部事 項証 明書 ） （内 縁 関 係 に 関す る 申立 て の 場 合 は 不 要 ）

固 ′ （年 金 分割 の 申立 て が 含 ま れ て い る場 合 ） 年 金 分 割 の た め の情 報 通 知 沓

［コ

準 口 頭

申

立

人

本　 箱
（囲 籍）

（内縁関係に関する申立ての場合は，記入する必要はありません。）
0 ▲0 慧晶 0 0 車 0 0 雪 0 番 地

住　　　 所
〒〇〇〇　一　〇〇〇〇

0 0 泉 0 0 奉 0 0 号 0 調 0 恵 0 号 （　　 方）

フリガ
氏　 名

ヨウ ノ　 ハデ コ
平 野 払 子

倭 の 年 0 月 0 日生

（ 0 0 歳）

木
（内線関係に関する申立ての場合は．記入する必要はありません。）

本　 籍
（国 籍）

0 0 票 晶 0 0 車 0 0 町 0 溺 亀

住　　　 所
〒0 0 0 【畑 ㌔ 取　 巻 b 0 0 が 十 〇号象

方

0 0 ノ＼0 0　 0 0　 0　 0　 0　　　 （　　　　 方）

フリガナ
氏　 名

亭 轟 束 帯 虚 畠 0 0 年 0 月0 。生

平成
（ 0 0 歳）

未

成

住　　　 所
オ 申立人と同居 ／ □ 相手方と同居

ロ その他 （　　　　 ） 平成0 0 年0 0 月00 日生

（ 0 歳）7 リガナ
氏　 名

pヲ ′
甲 努 さ く ら

住　　　 所
釘　申立人と同居　 ／　 □　相手方と同居

平成の 年 〇 月O D 日生

（ 0 歳）
年

の

ロ　その他 （　　　　　　　　　　　　　　 ）

フリガナ
氏　 名

苛 衷　 営 ン

住　　　 所
ロ　申立人と同居　 ／　 □　相手方と同居

平成　 年　 月 日生

（　 歳）

子 D　その他 （　　　　　　　　　　　　　　 ）

7 リガナ
氏　 名

（注）太枠の中だけ記入してください。未成年の子は．付随申立ての（1）．（2）又は（3）を選択したときのみ記入
してください。　ロの部分は，該当するものにチェックしてください。

夫婦（1／2）



紙
1
」
、
「
別
紙
2
」

と
香
ロ
ケ
を
付
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
ま
ま
提
出
し
て
く
だ
さ
い
ハ
〕
）

ま
た
、
情
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あ
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最
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R

を
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し
て
く
だ
さ
い
。

養育費，財産分与や慰謝料を請求するときは，相手方に支払ってほし
い金額を記入してください。金額がはっきりしないときは「相当額」

絹　　　　　 を選択 して くだ さい。

部 通
蒼 空 こ朗 贈 吼 放 腰 働 るところによ欄 迦 感 を舶 世故 畝 脚 ㍍附 され紘

覆 に　 ※　申立ての趣旨は．当てはまる番号 （1 又は2．付随申立てについては（1ト（7））を○で囲んでください。
い 記　　 口の部分は，該当するものにチェックしてください。
隠 哉一ヰ 付随申立ての（6）を選択したときは・年金分割のための情報通知書の写しをとり・別紙として添付してくださ

し さ　 い（その写しも相手方に送付されます0）。

て れ

コ て
ピ い

1 る
す 任

る 所

申　　　 立　　　 て　　　 の　　　 趣　　　 旨

円　満　調　整 関　係　解　消

※ ※

1 申立人と相手方間の婚姻関係を円満に調整する。

2 申立人と相手方間の内縁関係を円満に調整する。

① 申立人と相手方は離婚する。

方 を 2　申立人と相手方は内緒関係を解消する。
法 相 （付随申立て）
に 手

よ 方
◎ 未成年の子の親権者を次のように定める0　　　　　については父。

り に
写 如
し ら

さ＿く＿＿う＿＿，＿＿阜 ＿＿＿＿．．．．　　 については駄

◎ （□申立人／画相手方）と未成年の子が面会交流

を れ する時期，方法などにつき定める。
作 た 琶）（□申立人／廓肝方）は，未成年の子の養育費’、

成 く
し な

て い
く 事

として・1人当たり毎月（ぬ ・・・・・9 －－－9 －－月 ／ 童

□相当額）を支払う。
◎ 相手方は，申立人に財産分与として．

だ 情 （□金　　　 円 ／ 回知当夜 ）を支払う。

さ が 5）相手方は，申立人に慰謝料として，
い あ
ロる

嘉 聖

銅

（由 ＿＿＿＿＿Q ＿＿9 ＿＿＿＿＿円 ／ □相当額 ）を支払う。＿／

6 申立人と相手方との間の別紙年金分割のための情

報通知書 （☆）記載の情報に係る年金分割について：

の請求すべき按分割合を，

（オ 0．5 ／ ロ （ ））と定める。′・

（7）

記 夫
人 婦
し が

‡ 慧

＼

申　 立　 て　 の ＼ 理　 由

同　 居 ・ 別　 居　 の ＼時　 期

⑫　　　　　　　　　　　 昭和

買 嘉

を

し

同居を始めた日・‥　 0 0 年　0 月 0 0 日　 別居をした日・・・　 0 0 年　 0 月 0 0 日
平成　　　　　　　　　　　　 ⑬ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

申　　　 立　　　 て　　　 の　　　 動　　　 機

緊当てはまる番号を○で囲み，そのうち最も重要と思うものに◎を付けてください。

た 1 性格があわない　 ① 異 性 関 係　　　 3 暴力をふるう　　 4 酒を飲みすぎる

R 5　性的不調和　　　　 6　浪　費　す　る　　　　　　 7　病　　　 気
を ニ 慧≡誓憲讐≡ニる 曾 霊芝芸‡忘言崇 。みない ：…≡族誓 合完が悪い

夫婦 （2／2）

按分割合（分割割合）を上限で定めることを求めるときは，「□0．5」を選択してください。それ未満の割
合を定めることを求めるときは，「□（　）」を選択し，（）に具体的な按分割合を記入してください。


